
臨時休業の学びから生まれた
「対話による集合知」を未来につなげる

長野県蘇南高等学校 小川幸司

略歴 長野県教育委員会事務局・学びの改革支援課を経て、４月より校長

として赴任。専門は世界史。中央教育審議会の社会・地歴公民WGの

専門委員をつとめる。著書『世界史との対話』全３巻（地歴社）など。



１ 未知の事態に対峙した教員
(1)4/3の職員研修会、休業中の動態的組織、「生徒の気づきと学びを

最大化するプロジェクト」などから「対話による集合知」を目指す。
☛文科省や県教委の指示に頼らない。
☛試行錯誤OK。 「それはできない」ではなく代案を示す。
☛（ことばを）交わす＋（結論が）変わる＝「対話」。
☛コロナ禍は“対話の価値”を前景化させた。

(2) 「未来」を読み、「現在」を構築するために、ブリコラージュする。
☛レヴィ=ストロース『野生の思考』（1962年）

エンジニアリング（科学的思考）とブリコラージュ（未開の思考）。
知識と経験とを組み合わせて、間に合わせ的に乗り切る。

(3)「心は密」。Zoom、YouTubeを活用したオンライン教育。



16 木

8:40　拡大主任連絡会：来週の分散登校の実施　第４期からZoomによるHR取り組みの準備　系統的
なオンライン教材の研究　職員の在宅勤務の可能性　岐阜県ではオンライン授業開始
16:20 拡大主任連絡会➠ZoomによるHRは延期➠オクレンジャーによるHR　分散登校の停止　課題
発送への変更
16:40　臨時職員会　拡大主任連絡会での原案承認
16:00政府が非常事態宣言全国発令

17 金

8:40　拡大主任連絡会：オクレンジャーのコメントはHR担任　学校相談体制の確立　学校に荷物を置
いたままになっている生徒への対応➠４月22日(水)13:00～19:00保護者同伴で来校➡企画運営係を
中心に担当時間を決める　課題発送は４月21日(火)午後発送　9:00臨時職員会　管理職・拡大学年
会での原案を承認

18 土 14:20 校長と５月連休以降本校ですべきことを協議

19 日 校長と６月連休以降本校ですべきことを修正

20 月 分散登校②（１学年）

分散登校中止　8:55　オクレンジャーHR
朝会後各主任に５月連休以降すべきことを配布➡調整
                          夕方：１学年保護者から岐阜県と長野県の対応の違いを指摘。
　　　　　　　　　　　夜：校長提案について、協議。

21 火 分散登校②（２学年）

分散登校中止 8:40 拡大主任連絡会➠「開拓者育成オンライン教育」：Zoom ホームルーム・三重の
オンライン教育・生徒への「多面的な支援」の継続・「温かな図書館」の開設・今後のスケジュール調
整➡10:00職員会で承認 ➡各学年課題発送準備　校長文書・50GK対応の文書調整➡13:00管理職打
ち合わせ➡13:10拡大主任会(決定)　16:00課題発送（岐阜県は今井京T)　17:05ZoomによるHR（６箇
所）の実験　校長からClassiの教師IDが来る

22 水 分散登校②（３学年）

分散登校中止 8:40拡大主任連絡会➡Classiの実証実験➡拡大主任連絡会
➡教科会（classiの導入の可否・教科の活用方法）職員会➡学年会
　13:00～19:00学校においてある荷物を取りに来る。（計32名)

23 木

8:55 オクレンジャーHR
8:40 拡大主任連絡会➠9:30ワーキンググループ（Classi の導入・YouTube による動画配信・評価等）
➡10:30教科会➡13:00学年会➡14:00係会➡15:35職員会（Classi導入の決定・YouTube による動画配
信の決定・評価に関しては今後検討➡YouTube 配信用のスタジオ設置・教科科目の決定)

24 金
8:40 朝会　YouTube 動画撮影・配信　第５期課題作成　５月7日からの日課作成➡校長・13:00学年主
任と検討➡28日12:00原案締切

25 土

26 日

27 月

8:55 オクレンジャーHR  各教科You tube動画の撮影➠5月1日配信　夕方：管理職との打ち合わせ➠
連休明けの学校再開に向けて協議・情報収集（南木曽中は県教委を受けて/坂下・中津商・東濃実業
未定）➠校長より5月11日～13日分散登校提案➠28日拡大主任連絡会にて協議　17:15学年主任と
校長提案を共有➠28日(火)の拡大主任会にて協議

28 火
8:35 朝会　8:55～9:05 Zoom HR (練習1回目)　9:15拡大主任連絡会（5月7日から学校再開案と休業
延長5月18日から分散登校案の決定)➡9:45ワーキンググループ（日程・時間割・著作権）➡10:10教科
会➡11:00学年会➡13:00係会➡15:30学年会

参考資料

４月後半の
蘇南高校

職員の動き

（教務主任作成）





２ 未知の事態に陥った生徒に対して呼びかけたこと

(1) 蘇南高校はパッケージとして学びを守る。（100を ０にしない。）

(2) 困ったことがあれば、いつでも先生を頼っていい。

☛校長ブログの毎日更新、教員の電話声がけ。

(3) 生徒もブリコラージュの力でコロナを乗り越えてほしい。

☛自律的な学習者であること。

朝の始業時にあわせたオンラインHR（HRコンサートも実行）

課題はつねにスモールステップの形で示す。

☛今、学ぶ意味を考えること。

教科学習よりも総合学習を優先する。

すべての課題には、これを学ぶ意味をメッセージとして添える。

☛今だからこそできる学びに挑戦。（校長主催のブリコラージュ賞）



３ 臨時休業中から届き始めた生徒の学び・ことば

(1)  4/13 バドミントン部から「One 蘇南！」をうたう動画が届く。

(2) 5/22 「全校メッセージ・アルバム」が届く。（３年の生徒＋全校生徒）

(3) 続々とブリコラージュ賞応募作品・報告が届く。

☛【団体部門】１年の同じ中学出身者同士が故郷の美しい春をおさめた

動画を制作。２年のクラス全員がメッセージとともに紙飛行機を飛ばす

動画を制作。音楽部の生徒たちが、個人ごとの練習をつないで曲を演

奏。女子バスケットボール部の練習帳、バドミントン部の動画等も。

☛【個人部門】自給自足生活を始めた人。集中力を極限まで試すために

1000ピースパズルに連続して取り組んだ人。大学ノート６冊分の小説

を書いた人。自分と他者のつながりを見つめる小説を書いた人。花の

アルバムを作った人。本を37冊も読んだ人、などなど。







おわりに～私の気づきと未来への抱負

(1) 生徒も対話のパートナー！

☛「対話による集合知」は、①教員間、②生徒間、③生徒・教員

間で重ねられ「つながり」を作り、ブリコラージュの力に！

(2) 「対話」としての学びを次のステージに！

☛「対話としての評価」（自己との対話、生徒・教員の対話）として

のアセスメント（Well-beingにつながる自己肯定感・自己効力感

が育まれたかを「まとめの課題」などにより振り返る。）

☛「100を０にしないことで120をつくる」：文化祭・部活動etc

☛「真空地帯の泉のような学び」を涸れさせない。

☛「つながり」を地域へ：今週末、コンソーシアムが発足



≪追伸≫

◎５月１日の教育観

「書くということは、グランドキャニオンにバラの花弁を落とし、爆発を

待っているようなものだ。」（文化人類学者・保苅実故人）

◎６月１８日の教育観

「教えるということは、グランドキャニオンにバラの花弁を落とし、それ

が地面にふれた音の響きに感動するようなものだ。」


